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公共施設管理運営及公共施設管理運営及公共施設管理運営及公共施設管理運営及びびびび使用料等使用料等使用料等使用料等のののの見直見直見直見直しにしにしにしに向向向向けてけてけてけて 

市では、総合計画において「自立した経営を行う都市づくり」という重点プロジェクトの主要

施策の中に、「「「「公共施設公共施設公共施設公共施設のののの統廃合統廃合統廃合統廃合によるによるによるによる効率的効率的効率的効率的なななな行政運営行政運営行政運営行政運営」」」」    を位置づけており、平成  

２１年度に策定した「北名古屋市行財政改革行動計画」における５つの重点取組事項に基づき、

公共施設の配置及び使用料等に関する課題や、使用料の見直しの観点及び積算方法を整理した、 

「「「「公共施設管理運営公共施設管理運営公共施設管理運営公共施設管理運営のののの見直見直見直見直しししし方針方針方針方針」」」」    及び 「「「「公共施設公共施設公共施設公共施設のののの使用料等使用料等使用料等使用料等のののの見直見直見直見直しししし方針方針方針方針」」」」    を

平成２３年３月に策定しました。今年度は、具体的な計画を策定し、今後、公共施設の使用料や

税を負担していただいている 市民市民市民市民のののの皆皆皆皆さんさんさんさん    とともに、 計画計画計画計画をををを着実着実着実着実にににに実行実行実行実行    していく必要

があります。    

市では、これまで 公共施設公共施設公共施設公共施設    を通して様々な行政サービスを提供し、市民福祉の向上に努

めてきました。しかしながら、現在、多くの施設が 老朽化老朽化老朽化老朽化    しており 厳厳厳厳しいしいしいしい財政状況財政状況財政状況財政状況    を

考えると、既存施設の 質質質質のののの確保確保確保確保 のみならず、安全安全安全安全・・・・安心安心安心安心のののの確保確保確保確保    もままなりません。また、

急激急激急激急激にににに進行進行進行進行するするするする少子高齢化少子高齢化少子高齢化少子高齢化    の流れにより、今後、財政状況はいっそう厳しくなることが予

想されます。 

こうした状況を踏まえ、公共施設のあり方を抜本的に見直し、将来将来将来将来をををを担担担担うううう子子子子どもたちどもたちどもたちどもたちのののの

世代世代世代世代へ    「「「「安全安全安全安全・・・・安心安心安心安心なななな施設施設施設施設」」」」    として引き継ぎ、持続的に良質なサービスを提供できるよ

うにすることが、今今今今のののの私私私私たちがたちがたちがたちが果果果果たすべきたすべきたすべきたすべき責任責任責任責任    であるといえます。 

            〒481-8531  北名古屋市西之保清水田 15 番地    
電話 0568-22-1111 FAX 0568-25-0611 

電子メール keiei@city.kitanagoya.lg.jp 

 

これまでのこれまでのこれまでのこれまでの取組取組取組取組みみみみ状況状況状況状況 

       

１ 

【【【【おおおお問問問問いいいい合合合合せせせせ】】】】    

北名古屋市北名古屋市北名古屋市北名古屋市役所役所役所役所    

総務部経営企画課総務部経営企画課総務部経営企画課総務部経営企画課（（（（西庁舎西庁舎西庁舎西庁舎 4444 階階階階）））） 

平成２３年１０月５日 
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■改修費用 ■建替え費用 

１９５１９５１９５１９５億円億円億円億円    

 

 

 

 

 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

(億円) 

公公公公共施設共施設共施設共施設のののの現状現状現状現状はははは・・・・・・・・・・・・    

改修改修改修改修・・・・建替建替建替建替ええええ費用費用費用費用のののの見込見込見込見込みみみみ（（（（試算試算試算試算））））    

老朽化老朽化老朽化老朽化     

本市の公共施設のうち、約約約約７７７７0000％％％％    の施設

が 建築後建築後建築後建築後３０３０３０３０年年年年    を経過しており、その

なかには耐用年数を経過している施設も 

存在しています。このまま既存の施設数を 

維持し続けていくと、今後２０年間で 

１９５１９５１９５１９５億円億円億円億円    の改修・建替え費用が必要と

なります。    

耐震化耐震化耐震化耐震化のののの遅遅遅遅れれれれ     

 右表の１9 施設は、建築基準法が改正され

た昭和５６年以前に建築され、 耐震基準耐震基準耐震基準耐震基準

をををを満満満満たしていませんたしていませんたしていませんたしていません。。。。また、このなかに

は、避難所に指定されている施設も含まれて

います。 

低低低低いいいい収益率収益率収益率収益率とととと稼働率稼働率稼働率稼働率     

 有料施設について、歳出に対する歳入の割

合を示す収益率は、平均で 約約約約２８２８２８２８％％％％    に 

すぎず、平均稼働率についても 約約約約３３３３5555％％％％    

となっており、施設が有効に活用されている

とは、言いがたい状況です。 

 

～～～～耐震基準耐震基準耐震基準耐震基準をををを満満満満たしていないたしていないたしていないたしていない公共施設公共施設公共施設公共施設～～～～ 

市役所西庁舎市役所西庁舎市役所西庁舎市役所西庁舎    市役所東庁舎市役所東庁舎市役所東庁舎市役所東庁舎    
西庁舎分館西庁舎分館西庁舎分館西庁舎分館    

((((西之保児童館西之保児童館西之保児童館西之保児童館))))    

熊之庄保育園熊之庄保育園熊之庄保育園熊之庄保育園    薬師寺保育園薬師寺保育園薬師寺保育園薬師寺保育園    九之坪南保育園九之坪南保育園九之坪南保育園九之坪南保育園    

鹿田南保育園鹿田南保育園鹿田南保育園鹿田南保育園    鹿田北保育園鹿田北保育園鹿田北保育園鹿田北保育園    中之郷保育園中之郷保育園中之郷保育園中之郷保育園    

井瀬木児童館井瀬木児童館井瀬木児童館井瀬木児童館    
高田寺学習等高田寺学習等高田寺学習等高田寺学習等    

供用施設供用施設供用施設供用施設    

鹿田学習等鹿田学習等鹿田学習等鹿田学習等    

供用施設供用施設供用施設供用施設    

憩憩憩憩いのいのいのいの家家家家    

とくしげとくしげとくしげとくしげ    

憩憩憩憩いのいのいのいの家家家家    

さくらさくらさくらさくら荘荘荘荘    

憩憩憩憩いのいのいのいの家家家家    

ふたばふたばふたばふたば荘荘荘荘    

あけぼのあけぼのあけぼのあけぼの    

ふれあいふれあいふれあいふれあい会館会館会館会館    
東東東東・・・・西給食西給食西給食西給食センタセンタセンタセンターーーー    

教育支援教育支援教育支援教育支援センタセンタセンタセンターーーー

「「「「スマイルスマイルスマイルスマイル」」」」    

公共施設公共施設公共施設公共施設 のののの 建築年別面積建築年別面積建築年別面積建築年別面積
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公共施設公共施設公共施設公共施設のののの建築年別面積建築年別面積建築年別面積建築年別面積    

昭和56年以前 

（旧耐震基準） 

約７０％    
（約 12 万 8 千㎡） 

㎡ 

低低低低いいいい収益率収益率収益率収益率とととと稼働率稼働率稼働率稼働率    

収
益
率
（
％
）

 

※円の大きさは利用者数をあらわしています。 
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平均値平均値平均値平均値    

２ 



 

 

 

 

            

    

    

    

                

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

    

    

11 ,14511 ,14511 ,14511 ,145 10 ,98210 ,98210 ,98210 ,982 11 ,7 7411 ,7 7411 ,7 7411 ,7 74 12 ,3 5812 ,3 5812 ,3 5812 ,3 58 12 ,0 0012 ,0 0012 ,0 0012 ,0 00

51,77851,77851,77851,778
52,64652,64652,64652,646

56,25556,25556,25556,255
55,60655,60655,60655,606

53,77653,77653,77653,776

20,42220,42220,42220,422
16,99616,99616,99616,996

12,52812,52812,52812,528
6,4656,4656,4656,465 8,9418,9418,9418,941

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

90,000

H7 H12 H17 H22 H27

7,234 7,213

7,960
8,128

8,553

10,125

10 ,9 1310 ,9 1310 ,9 1310 ,9 13

7 ,5 727 ,5 727 ,5 727 ,5 72

7,000

8,000

9,000

10,000

11,000

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23

急激急激急激急激なななな少子少子少子少子高齢化高齢化高齢化高齢化    

財政状況財政状況財政状況財政状況はははは・・・・・・・・・・・・    

市の花：ツツジ 

財政的に体力のある今のうちに 

見直すことが必要です！    

18→23年度 

３３３３３３３３億円増億円増億円増億円増    

義務的経費義務的経費義務的経費義務的経費のののの増大増大増大増大                

急激急激急激急激なななな少子高齢化少子高齢化少子高齢化少子高齢化         

65 歳以上の高齢者の人口比率が平成 27

年度には約 24％に達し、その後も上昇を続

ける見込であり、生産年齢人口（15 歳～64

歳）の減少に伴う 税収税収税収税収のののの減少減少減少減少    が予想され

ます。（平成 7 年度には 8.7 人で 1 人の高

齢者を支えればよかったものが、平成２７年

度には 2.5 人で 1 人を支える社会になりま

す。） 

義務的経費義務的経費義務的経費義務的経費のののの増大増大増大増大     

借入金の返済や、生活保護をはじめ、児

童・高齢者への手当等、社会保障にかかる義

務的経費が 急激急激急激急激にににに増加増加増加増加    しています。                   

平成 18 年度→平成 23 年度  

３３３３３３３３億円増億円増億円増億円増 

     このように、公共施設の現状や、市の財政状況から見ても、既存の施設数を 現在現在現在現在のののの質質質質をををを

保保保保ったままったままったままったまま    維持していくことは、とてもとてもとてもとても困難困難困難困難なななな状況状況状況状況 にあると言えます。 

以上以上以上以上のことからのことからのことからのことから見見見見えてくることえてくることえてくることえてくること 

投資的経費投資的経費投資的経費投資的経費のののの縮減縮減縮減縮減 

義務的経費が増加する一方、公共施設、道

路、橋等の社会資本に係る経費は 大幅大幅大幅大幅にににに

縮減縮減縮減縮減    しています。    

平成 18 年度→平成 23 年度    

    2222２２２２億円億円億円億円減減減減 

4,177

6,162

1 ,6 4 71 ,6 4 71 ,6 4 71 ,6 4 7

3 ,8 0 63 ,8 0 63 ,8 0 63 ,8 0 6

2,8552,8062,9922,934
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6,000
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百万円 投資的経費投資的経費投資的経費投資的経費のののの縮減縮減縮減縮減                

■高齢者の人口  ■生産年齢人口  ■年少人口 

 
高齢者の人口 
H７→２７年度 

約３倍 
 

生産年齢人口 
H７→２７年度 

８％減 

18→23年度 

２２２２２２２２億円減億円減億円減億円減    

（人） 

百万円 

百万円 

３ 



    

    

 

 

 

 

 

 

 

未来への責任 

 

④④④④使用料収入使用料収入使用料収入使用料収入のののの増加増加増加増加    
 

③③③③更新費用等更新費用等更新費用等更新費用等のののの削減削減削減削減    
 

②②②②維持管理費維持管理費維持管理費維持管理費のののの削減削減削減削減    ①①①①耐震化率耐震化率耐震化率耐震化率のののの向上向上向上向上    

    耐震改修工事耐震改修工事耐震改修工事耐震改修工事・・・・建替建替建替建替えをえをえをえを、、、、合併特例債合併特例債合併特例債合併特例債※※※※

がががが活用活用活用活用できるできるできるできる    平成平成平成平成２７２７２７２７年度年度年度年度    までにまでにまでにまでに    

保育園保育園保育園保育園やややや児童館児童館児童館児童館などをなどをなどをなどを優先的優先的優先的優先的にににに実施実施実施実施しししし、、、、    
施設施設施設施設のののの安全性安全性安全性安全性をををを向上向上向上向上しますしますしますします。。。。    

公共施設管理運営及公共施設管理運営及公共施設管理運営及公共施設管理運営及びびびび使用料等使用料等使用料等使用料等のののの見直見直見直見直しによるしによるしによるしによる効果効果効果効果    

    公共施設公共施設公共施設公共施設のののの統廃合統廃合統廃合統廃合やややや、、、、指定管理者制度指定管理者制度指定管理者制度指定管理者制度のののの

活用等活用等活用等活用等によりによりによりにより、、、、維持管理費維持管理費維持管理費維持管理費をををを削減削減削減削減しししし、、、、維持維持維持維持
するするするする施設施設施設施設のののの充実充実充実充実をををを図図図図ることができまることができまることができまることができますすすす。。。。    

    公共施設公共施設公共施設公共施設をををを統廃合統廃合統廃合統廃合しししし、、、、総量総量総量総量をををを縮減縮減縮減縮減するこするこするこするこ

とによりとによりとによりとにより、、、、更新費用更新費用更新費用更新費用やややや改築費用改築費用改築費用改築費用をををを削削削削減減減減しししし、、、、

維持維持維持維持するするするする施設施設施設施設のののの更新費用更新費用更新費用更新費用にににに充充充充てることがてることがてることがてることが
できますできますできますできます。。。。    

    公共施設公共施設公共施設公共施設のののの使用料使用料使用料使用料のののの見直見直見直見直しをしをしをしを図図図図ることることることること

によりによりによりにより、、、、収入収入収入収入がががが増加増加増加増加しししし、、、、維持維持維持維持するするするする施設施設施設施設のののの改改改改

修費用等修費用等修費用等修費用等にににに充充充充てることができますてることができますてることができますてることができます。。。。    

    

    

    

    
    

私たちには、将来を担う子どもたちへ   
真に必要で、安全な公共施設を      

引き継いでいく責任があります。 

耐震化率 +１７１７１７１７％ 

健康快健康快健康快健康快適都市適都市適都市適都市    安安安安    全全全全    安安安安    心心心心    

平成２７年度末の耐震化率 

削減額 １５１５１５１５億円 

 

⑤⑤⑤⑤公共施設公共施設公共施設公共施設サービスサービスサービスサービスのののの充実充実充実充実 

    公共施設公共施設公共施設公共施設のののの見直見直見直見直しによってしによってしによってしによって、、、、場合場合場合場合によってはによってはによってはによっては利便性利便性利便性利便性をををを損損損損なうこともあるかもしれませんなうこともあるかもしれませんなうこともあるかもしれませんなうこともあるかもしれません

がががが、、、、総量縮減総量縮減総量縮減総量縮減によるによるによるによる維持管理費維持管理費維持管理費維持管理費やややや更新費用等更新費用等更新費用等更新費用等のののの削減削減削減削減がががが図図図図られられられられ、、、、使用料収入使用料収入使用料収入使用料収入がががが増加増加増加増加することにすることにすることにすることに

よってよってよってよって、、、、維持維持維持維持していくしていくしていくしていく公共施設公共施設公共施設公共施設のののの改修改修改修改修やややや建替建替建替建替えだけでなくえだけでなくえだけでなくえだけでなく、、、、防災防災防災防災機能機能機能機能のののの強化強化強化強化やややや「「「「児童児童児童児童セセセセ

ンターンターンターンター」」」」のののの建設建設建設建設などなどなどなど、、、、従来以上従来以上従来以上従来以上のののの機能機能機能機能をををを付与付与付与付与したしたしたした    質質質質のののの高高高高いいいい公共施設公共施設公共施設公共施設サービスサービスサービスサービス    をををを提供提供提供提供

することがすることがすることがすることが可能可能可能可能となりますとなりますとなりますとなります。。。。またまたまたまた、、、、使用料使用料使用料使用料のののの積算方法積算方法積算方法積算方法やややや利用時間利用時間利用時間利用時間をををを統一統一統一統一することによってすることによってすることによってすることによって、、、、

公平性公平性公平性公平性がががが確保確保確保確保    されされされされますますますます。。。。    

※ 合併特例債とは、事業費の９５％に活用でき、借入金返済額の７割を国が支援してくれる制度で、合併後１０

年（北名古屋市は平成２７年度まで）活用できます。 

削減率 ３３３３....３３３３％ 

見直しによる削減効果を試算 

収入増加率 ++++９９９９％ 

今後２０年間による効果を試算 改定使用料をもとに年間合計収入を試算 

４ 



 

 

 

  行財政改革行動計行財政改革行動計行財政改革行動計行財政改革行動計画画画画    
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公共施設管理運営公共施設管理運営公共施設管理運営公共施設管理運営のののの見直見直見直見直しししし    

５ 



 

公共施 設公共施 設公共施 設公共施 設 のののの 建築年別 面積建築年別 面積建築年別 面積建築年別 面積

-

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

S33 S35 S37 S39 S41 S43 S45 S47 S49 S51 S53 S55 S56 S58 S60 S62 H1 H3 H5 H7 H9 H11 H13 H15 H17 H19 H21

市庁舎 福祉施設 子育て支援施設 小学校 中学校 公民館・図書館 教育施設 その他

    

１１１１    課題課題課題課題（（（（背景背景背景背景））））    

    ○○○○老朽化老朽化老朽化老朽化のののの進展進展進展進展                                                    ○○○○類似施設類似施設類似施設類似施設のありのありのありのあり方方方方    

 市町村合併による影響 

庁舎、図書館、プール、保健センター、教

育支援センター、給食センター  

○○○○市民市民市民市民ニーズニーズニーズニーズのののの変化変化変化変化 

                      少子・高齢化の進展等による影響 

65 歳以上人口  

平成 19 年度 17.6％⇒29 年度 25.４％ 
 
 
 

２２２２    基本的基本的基本的基本的なななな考考考考ええええ方方方方                                                ３３３３    見直見直見直見直しのしのしのしの観点観点観点観点 

 

 

    

    

    

４４４４    見直見直見直見直しのしのしのしの内容内容内容内容    

    

    

    

    

    

    

 

 

平成平成平成平成２３２３２３２３    
年度年度年度年度までまでまでまで    

公共施設管理運営公共施設管理運営公共施設管理運営公共施設管理運営のののの見直見直見直見直しししし方針方針方針方針（（（（平成平成平成平成２３２３２３２３年年年年３３３３月月月月））））のののの概要概要概要概要 

平成平成平成平成２７２７２７２７    
年度年度年度年度までまでまでまで    

施施施施    設設設設    管管管管    理理理理    

ｽｸﾗｯﾌｽｸﾗｯﾌｽｸﾗｯﾌｽｸﾗｯﾌﾟ゚゚゚ｱﾝﾄｱﾝﾄｱﾝﾄｱﾝﾄﾞ゙゙゙ﾋﾋﾋﾋﾞ゙゙゙ﾙﾄﾙﾄﾙﾄﾙﾄﾞ゙゙゙    

不具合不具合不具合不具合へのへのへのへの対応対応対応対応    

施施施施    設設設設    経経経経    営営営営    

有有有有    効効効効    活活活活    用用用用    

計計計計    画画画画    保保保保    全全全全    

見見見見    ええええ    るるるる    化化化化    

公公公公        平平平平        化化化化    

市民満足度市民満足度市民満足度市民満足度のののの向上向上向上向上

長 寿 命 化長 寿 命 化長 寿 命 化長 寿 命 化

◇ 施設データ一元化 

◇ 職員のスキル向上 

◇ 修繕費配分 

◇ 保全計画に基 

  づく管理 

◇ 環境負荷低減 

◇ 評価システム 

◇ 指定管理者モニタ 

リング制度 

◇ 保全計画 

◇ 評価に基づく 

改善 

ポ イ ン トポ イ ン トポ イ ン トポ イ ン ト    

期期期期    

ＰＤＣＡＰＤＣＡＰＤＣＡＰＤＣＡサイクルサイクルサイクルサイクル    

専門部署 

６ 

短 期短 期短 期短 期    台帳作成台帳作成台帳作成台帳作成    

適正配置適正配置適正配置適正配置    使用料適正化使用料適正化使用料適正化使用料適正化    

ＰＤＣＡＰＤＣＡＰＤＣＡＰＤＣＡサイクルサイクルサイクルサイクル    

ファシリティマネジメントシステムファシリティマネジメントシステムファシリティマネジメントシステムファシリティマネジメントシステムのののの構築構築構築構築    中長期中長期中長期中長期    

ファシリティマネジメントファシリティマネジメントファシリティマネジメントファシリティマネジメント    

⇒⇒⇒⇒施設施設施設施設とそのとそのとそのとその環境環境環境環境をををを総合的総合的総合的総合的
にににに企画企画企画企画、、、、管理管理管理管理、、、、活用活用活用活用するするするする経経経経
営活動営活動営活動営活動    

Ｐ    

Ａ    

Ｄ    

Ｃ    

計計計計    画画画画    実実実実    行行行行    

改改改改    善善善善    確確確確    認認認認    

専 門 部 署 

◇ 施設データ一元化 

◇ 職員のスキル向上 

◇ 修繕費配分 

◇ 評価システム 

◇ 指定管理者モニ

タリング制度 

 

    

◇ 保全計画 ◇ 保全計画に基

づく管理 

◇ 環境負荷低減 

◇ 評価に基づく

改善 

公共施設公共施設公共施設公共施設のののの建築年別面積建築年別面積建築年別面積建築年別面積    

昭和 56 年以前 
（旧耐震基準） 

約７０％ 

（約 12 万 8 千㎡） 

㎡ 



 

    

《《《《    計画期間計画期間計画期間計画期間    》》》》    平成平成平成平成２４２４２４２４年度年度年度年度～～～～平成平成平成平成２７２７２７２７年度年度年度年度        

現   行  見 直 し 後  実施時期  跡施設・跡地 

        １１１１－－－－１１１１    庁舎庁舎庁舎庁舎    
東庁舎 耐震改修 25 年度施工 ― 

西庁舎 耐震改修 27 年度施工 ― 

西庁舎分館 

⇒ 

建替え 

 

26 年度施工 

 

― 
 

１１１１－－－－２２２２    コミュニティセンターコミュニティセンターコミュニティセンターコミュニティセンター 

コミュニティセンター 
（西庁舎分館内） 

⇒ 
新たに設置する児童センター
に併設・移転 

 26 年度移転  ― 
 

２２２２    ふれあいふれあいふれあいふれあい施設施設施設施設    

あけぼのふれあい
会館 

⇒ 廃止（老朽化が著しいため）  24 年度廃止  
他用途への転用を検討 
（転用しない場合は建物は解体、土地は売却） 

 

３３３３    保育園保育園保育園保育園 

中之郷保育園 ⇒ 耐震改修  24 年度施工  ―  
熊之庄保育園 
薬師寺保育園 

⇒ 統合・新設・移転  25 年度施工  
他用途への転用を検討 
（転用しない場合は建物は解体、土地は売却）  

九之坪南保育園 保育園を新設（建替え） 

九之坪北保育園 
⇒ 

統合・新設・移転 
 ※ひまわり西園を併設 

 26 年度施工  
九之坪児童館に転用  

鹿田南保育園 ⇒ 建替え  27 年度施工  ―  
鹿田北保育園 ⇒ 建替え  27 年度施工  ― 

 

４４４４    児童館児童館児童館児童館    

井瀬木児童館 ⇒ 耐震改修  24 年度施工  ―  
鹿田児童館 ⇒ 指定管理者制度の導入  24 年度導入  ―  
久地野児童館 ⇒ 指定管理者制度の導入  24 年度導入  ― 

    
西之保児童館 
（西庁舎分館内） 

⇒ 
児童センターを建設して移転 
※コミュニティセンターを併設 

 25 年度施工  ― 
    

九之坪児童館 ⇒ 九之坪北保育園跡に移転（館庭を確保）  27 年度移転  
他用途への転用を検討 
（転用しない場合は建物は解体、土地は返却）  

５５５５    心身障害児通園所心身障害児通園所心身障害児通園所心身障害児通園所    

ひまわり西園 ⇒ 移転(九之坪の新設保育園に併設)  27 年度移転  
他用途への転用を検討 
（転用しない場合は建物は解体、土地は売却）  

６６６６    病後病後病後病後児児児児保育保育保育保育園園園園    

こぐま園 ⇒ 機能を保育園に移転  24 年度移転  
他用途への転用を検討 
（転用しない場合は建物は解体、土地は返却） 

７７７７    公民館公民館公民館公民館    

東公民館 ⇒ 
夜間閉館(当面は継続するが大規模な
修繕等が必要となった段階で廃止) 

 
２４年度 
夜間閉館 

 ― 
 

８８８８    図書館図書館図書館図書館    

西図書館 ⇒ 
夜間閉館・西春駅と西庁舎の 
ブックポストを廃止 

 
２４年度 
夜間閉館等 

 ― 

９９９９    プールプールプールプール 

市民プール ― 

ジャンボプール 
⇒ 

夏休み期間のみ開場・市民ﾌﾟｰﾙ
有料化（当面は継続するが、大規模な
修繕等が必要となった段階で廃止） 

 
２４年度開場
期間等見直し 

 
― 

【【【【参考参考参考参考】】】】２３２３２３２３年度中年度中年度中年度中にににに実施実施実施実施（（（（先行実施先行実施先行実施先行実施））））    

10101010－－－－１１１１    保健保健保健保健センターセンターセンターセンター    

東保健センター 東庁舎分館（教育支援センター等）に転用 

西保健センター 
⇒ 

健康ドーム内に統合・移転 
（名称：北名古屋市保健センター） 

 23 年7 月移転  
社会福祉協議会に貸与         

10101010－－－－２２２２    教育支援教育支援教育支援教育支援センターセンターセンターセンター    

あけぼの 
他用途への転用を検討 
（転用しない場合は建物は解体、土地は売却） 

スマイル 
⇒ 

東庁舎分館（旧東保健センター）内に
統合・移転 

 23 年10 月移転  
学校施設として活用 

 

適正配置計画適正配置計画適正配置計画適正配置計画のののの概要概要概要概要    
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ｐ 
 
１ 庁舎（コミュニティセンター含む） 

   
   
   
       

西
庁
舎

西
庁
舎

西
庁
舎

西
庁
舎    

    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
昭和４９年１０月建築【築３６年】 
耐 震：未対応（Ｉｓ値０.３６） 
所在地：西之保清水田１５番地 
    C3C3C3C3    

    
    
    
        

東
庁
舎

東
庁
舎

東
庁
舎

東
庁
舎    

    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
昭和５２年９月建築【築３３年】 
耐 震：未対応（Ｉｓ値０.３６） 
所在地：熊之庄御榊６０番地 
    ＤＤＤＤ２２２２    

      
  

西
庁
舎

西
庁
舎

西
庁
舎

西
庁
舎
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館
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館
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館
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セ
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タ
ー

セ
ン
タ
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昭和４４年７月建築【築４１年】 
耐 震：未対応（Ｉｓ値０.３２） 
所在地：西之保清水田１７番地 
    ＣＣＣＣ３３３３    

■ 課題 
西庁舎が築３６年、東庁舎が築３３年、西庁舎分館が築  

４１年と、いずれも老朽化しており、耐震措置も講じられて

いない。 
 
■ 見直し内容 

□ 東西庁舎は、法定耐用年数まで１５年程度あり、新庁舎

の建設には多額の費用を要するとともに、急激な環境変化

が生じるため、人命の安全確保が図られるＩｓ値０.６を満

たす耐震改修工事を行う。 

□ 西庁舎分館は、建替える。 
 
 

老朽化・未耐震  耐震改修     耐震化 
  

 
 
 
 

老朽化・未耐震  耐震改修     耐震化 
 
 
 
 
 

老朽化・未耐震   建替え    耐震構造 
  
 
 
 
 
 
〈西庁舎分館内の公的機関の取扱〉 
西之保児童館      → (仮)児童センターを建設し移転 
コミュニティセンター → (仮)児童センターに併設 
社会福祉協議会     → 西保健センター跡に移転 
地域職業相談所     → 民間施設等に移転 

 
■ 実施時期 
   平成２５年度 東庁舎   耐震改修 

平成２６年度 西庁舎分館 建替え 

平成２７年度 西庁舎   耐震改修 
 
■ 更新費用等 
   西庁舎   ４.２億円 ※什器固定・設備改修含む 

東庁舎   ３.７億円 ※什器固定・設備改修含む 
   西庁舎分館 ６.６億円 ※耐震構造 

(免震の場合は７.１億円) 
■ 効果等 
 □ 既存施設の有効活用が図られる。 

 □ 西庁舎分館の建替えにより、防災機能が強化され、災害
時に行政機能を確保することができる。 

 □ 合併特例債が活用できる平成２７年度までに耐震化を図
ることができ、市の財政負担が軽減できる。 

※ 所在地の後に記載されているアルファベットと数字は１７頁「見直し施設配置図」上の位置を示す。 
※ 築年数は平成２３年４月１日現在のものである。 
※ 削減される維持管理費は使用料の見直しと同様に過去３年間の平均金額より算出した。 

公共施設管理運営公共施設管理運営公共施設管理運営公共施設管理運営のののの見直見直見直見直ししししのののの具体的具体的具体的具体的なななな内容内容内容内容    

西庁舎 西庁舎 

東庁舎 東庁舎 

西庁舎 

分館 
西庁舎 

分館 

８ 



２ ふれあい施設 
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昭和４８年頃建築【築３８年位】  
耐 震：未対応（Ｉｓ値０.３程度） 
所在地：高田寺起返１８番地 ＥＥＥＥ３３３３ 

■ 課題 
 □ 老朽化が著しく、耐用年数に達しており、構造上、

耐震改修工事も不可能である。 

□ 過去３年間の平均利用者数は１日あたり約５人と
非常に少ない。 

 
■ 見直し内容 

利用者の増加が見込めないことから、施設を廃止す
る。（他用途への転用を検討し、転用しない場合には建
物を解体し、土地を売却する。） 
 
老朽化・市民ニーズ 

         
           

        廃止廃止廃止廃止    
 
 

■ 実施時期 
   平成２４年度 廃止 

 

■ 効果等 

□ 耐震基準を満たしていない施設が廃止される。 

□ 維持管理費削減額１６８万円／年 
 

あけぼの
ふれあい 

会館 

 

 

９ 

Ｉｓ値とは・・・ 

旧耐震基準の建築物の耐震診断で基準となる値のことで、強度や粘りに加え、

形状や経年状況を考慮した指標であり、０.６以上あれば震度６強程度の地震に

対し、倒壊し、又は崩壊する可能性が低いと考えられています。 

Is 値とは・・・ 

旧耐震設計基準で設計された建築物について、耐震性の診断をおこなう際に使

用される建物の強度や粘り、形状や経年状況を表す指標。 

国土交通省の告示によれば、Is 値 0.6 以上の場合は、地震の振動及び衝撃に対

して倒壊や崩壊の危険性が低いとされている。 



３ 保育園 

老朽化老朽化老朽化老朽化・・・・耐震耐震耐震耐震基準基準基準基準をををを満満満満たしていたしていたしていたしてい
ないないないない保育園保育園保育園保育園    

■ 中之郷保育園    中之郷栗島１２２番地    ＡＡＡＡ３３３３ 
 昭和５１年３月建築【築３５年】 
 耐震：未対応（Is 値０.５） 
 

■ 熊之庄保育園 熊之庄大畔３５番地 ＤＤＤＤ１１１１ 
 昭和４５年３月建築【築４１年】 
 耐震：未対応（耐震改修不可能） 
  

■ 薬師寺保育園 薬師寺樋口４０番地    ＤＤＤＤ１１１１ 
 昭和４８年１０月建築【築３７年】 
 耐震：未対応（耐震改修不可能） 
  

■ 九之坪南保育園 九之坪辰巳８８番地 ＣＣＣＣ４４４４ 
 昭和４５年８月建築【築４０年】 
 耐震：未対応（耐震改修不可能） 
  

■ 九之坪北保育園    九之坪市場２１番地    ＣＣＣＣ３３３３ 
 昭和５８年１月建築【築２８年】  
 耐震：新基準 
  

■ 鹿田北保育園 鹿田永塚１６７番地    ＤＤＤＤ２２２２ 
 昭和４５年８月建築【築４０年】 
 耐震：未対応（耐震改修不可能） 
  

■ 鹿田南保育園    鹿田大門２１３番地    ＣＣＣＣ３３３３ 
 昭和４９年１２月建築【築３６年】 
 耐震：未対応（耐震改修不可能） 
  
※「耐震改修不可能」な施設はＩｓ値０.３相当 

保保保保    

育育育育    

園園園園    ■ 課題 
□ 築３０年を超える施設が半数

以上と老朽化が進行している。 

□ 耐震基準を満たしていない施
設が６施設あり、避難所として
指定されている。 

□ 耐震改修できない構造の施設
は、建替えの必要がある。 

 
■ 見直し内容 
 □ 中之郷保育園は耐震改修工事を

行う。（Ｉｓ値０.７５以上を確保  
する。） 

□ 熊之庄保育園と薬師寺保育園を
統合し、新たな保育園を建設する。 

□ 九之坪北保育園を九之坪南保育
園に統合し、新たな保育園を建設
する。心身障害児通園所ひまわり
西園を併設する。（九之坪北保育園
跡には九之坪児童館を移転する。） 

□ 鹿田南保育園及び鹿田北保育園
は、一時的に仮園舎に移転し、同
一敷地で建替えを行う。 

■ 見直し内容 

老朽化・未耐震 耐震改修耐震改修耐震改修耐震改修   耐震化 

                    

 

老朽化・未耐震 統合統合統合統合・・・・新設新設新設新設  耐震化 

                     

                     

 

 

老朽化・未耐震 統合統合統合統合・・・・新設新設新設新設  耐震化 

 

                     

                      
 
 

老朽化・未耐震  建替建替建替建替ええええ   耐震化 

                    

            
  

老朽化・未耐震  建替建替建替建替ええええ   耐震化 

                                       

 

 

※児童福祉施設はＩｓ値０.７５以上を確保する。 
 
■ 実施時期 
   平成２４年度 中之郷保育園を耐震改修。 

平成２５年度 師勝北小学校区で新たに用地を 
買収し、保育園を建設。 

   平成２６年度 九之坪南保育園に建設。 
熊之庄・薬師寺保育園廃止。 

   平成２７年度 鹿田北・鹿田南保育園建替え。 
九之坪南・九之坪北保育園廃止。 

 
■ 更新費用等 
   ３，４２０万円 （耐震改修工事等） 

１４.０８億円  （統合新設２園） 
   ６.８０億円   （建替え２園） 
  
■ 効果等 
 □ 全ての保育園を耐震化することにより園児の安

全確保が図られる。 

□ 新設する保育園については、将来、多用途に転
用できる施設となる。 

□ 合併特例債を活用することで市の財政負担を軽
減できる。 

□ 維持管理費削減額６８４万円／年（４園を２園
に統合することによる差額分） 

□ 人件費削減額１,５１９万円以上（統合に伴う適
正配置による削減） 

熊之庄 
保育園 

薬師寺 
保育園 

新設  

保育園 

※九之坪南保 
育園敷地に 
統合 

九之坪南
保育園 

九之坪北
保育園 

新設 

保育園 

※新たに用地を 
確保して統合 

鹿田北 
保育園 

 

鹿田北 
保育園 

※仮園舎に一時 
移転し、同一 
敷地で建替え 

鹿田南 
保育園 

鹿田南 
保育園 

 

※仮園舎に一時 
移転し、同一 
敷地で建替え 

１０ 

中之郷 
保育園 

中之郷 
保育園 

 



４ 児童館 

老朽化老朽化老朽化老朽化・・・・耐震基準耐震基準耐震基準耐震基準をををを満満満満たしていたしていたしていたしてい
ないないないない児童館児童館児童館児童館    
■ 井瀬木児童館  

昭和５４年２月建築【築３２年】  
耐 震：未対応（Ｉｓ値０.５６） 
所在地：井瀬木高畑１番地 
    ＤＤＤＤ２２２２    

 
■ 西之保児童館(西庁舎分館内) 

昭和４４年７月建築【築４１年】  
耐 震：未対応（Ｉｓ値０.３２） 
所在地：西之保清水田１７番地  

 ＣＣＣＣ３３３３（西庁舎分館に併設） 
 

そのそのそのその他課題他課題他課題他課題のあるのあるのあるのある児童館児童館児童館児童館 
■ 鹿田児童館  

所在地：鹿田花の木１０６番地 
      ＤＤＤＤ２２２２    
 
■ 久地野児童館  

所在地：久地野戌亥５１番地 
      ＥＥＥＥ４４４４    
 
■ 九之坪児童館  
  所在地：九之坪北美田３９番地  
      ＣＣＣＣ４４４４    
 

■ 課題 
□ 井瀬木児童館は、築後３２年

が経過し老朽化しており、かつ
耐震基準を満たしていない。 

□ 西之保児童館は、築後４１年
が経過し老朽化しており、かつ
耐震基準を満たしておらず、館
庭もない。 

□ 鹿田・久地野児童館は指定管
理者制度を導入していない。 

□ 九之坪児童館は館庭がない。 
    

児児児児    

童童童童    

館館館館    

■ 更新費用等 

 井瀬木児童館（耐震改修） 
１，０５０万円 
(仮)児童センター（新設） 
３.４２億円 
九之坪北保育園（児童館に改修） 
５６０万円 

■ 見直し内容 
□ 井瀬木児童館はＩｓ値０.７５を満たす耐震改修

工事を行う。 

□ 西春小学校区内に用地を確保し、(仮)児童センタ
ーを建設し、西之保児童館を移転する。 

□ 鹿田児童館・久地野児童館については指定管理
者制度を導入する。 

□ 九之坪児童館は九之坪北保育園跡に移転する。
（跡については他用途への転用を検討し、転用し
ない場合には建物を解体し、土地を所有者に返却
する。） 

 
  

 
 
 

 
老朽化・未耐震    
             

 
 
 
 
 
 
 
 
 
              

 
 
 

■ 実施時期 
   平成２４年度 井瀬木児童館 耐震改修工事 
          鹿田児童館 指定管理者制度導入 
          久地野児童館 指定管理者制度導入 
   平成２５年度 (仮)児童センター 建設 

平成２６年度 西之保児童館 移転 
平成２７年度 九之坪児童館 移転 

 
■ 効果等 

□ 全ての児童館の耐震化が図られ、児童の安全が
確保される。 

□ (仮)児童センターは児童館の中核としての役割
を果たすとともに、西之保児童館にはなかった館
庭や屋内遊戯室が確保され、児童の健康・体力増
進と運動能力の向上を図ることができる。 

□ 九之坪児童館に館庭が確保され児童の健康・体
力増進と運動能力の向上を図ることができる。 

□ 指定管理者制度の導入によって、サービスの向
上と運営の効率化が図られる。（維持管理費削減額
１１４万円／年） 

１１ 

井瀬木  

児童館 

井瀬木 

児童館 

耐震改修耐震改修耐震改修耐震改修    
耐震化 

 

九之坪  

児童館 

九之坪北 

保育園跡 

館庭確保 

移転移転移転移転    

西庁舎分館 

(仮)児童 
センター 

耐震化耐震化耐震化耐震化     
西之保 
児童館 

 

 
西庁舎 

分館 

※コミュニティセンター併設    

移転移転移転移転    

 老朽化・未耐震 

建替建替建替建替ええええ    



５ 心身障害児通園所 
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昭和４９年３月建築【築３７年】  
耐 震：未対応（Ｉｓ値０.６） 
所在地：法成寺蚊帳場２７番地 
    ＢＢＢＢ１１１１    

■ 課題 
 □ 築後３７年が経過し、施設が著しく老朽化してい

る。 

□ 単独施設であることから、保育園に併設されてい
るひまわり園と比べて健常児との交流の機会が少
ない。 

 
■ 見直し内容 

Ｉｓ値が０.７５以上を満たしていないため、九之
坪南保育園に統合して新設する保育園内に移転する。
（廃止後の施設については、他用途への転用を検討
し、転用しない場合は建物を解体、土地を売却する。） 
 
 
 
 
 
 
 
        
 

 
 
 
■ 実施時期 
   平成２７年度 廃止・移転 
 
■ 効果等 
 □ 耐震化された保育園に統合併設することにより、

園児の安全を確保できる。 

 □ 健常児との交流機会が増える。 

□ 維持管理費削減額６８７万円／年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２ 

九之坪南

保育園 
新設 

保育園 

耐震化 

老朽化 

 
ひまわり  

西園 

老朽化・未耐震 

移転移転移転移転    

九之坪北

保育園 

廃止廃止廃止廃止    

統合統合統合統合・・・・新設新設新設新設    



６ 病後児保育園 
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平成１４年７月建築【築９年】   
耐 震：新基準 
所在地：久地野戌亥１５番地１ 
    ＥＥＥＥ４４４４    

■ 課題 
   病気の回復期にある児童に対し、専用施設で保育

を実施しているが、利用者が年々減少し、昨年度及
び今年度は利用者が皆無である。 

 
■ 見直し内容 

保育園内に機能を移転する。（廃止後の施設につい
ては、他用途への転用を検討し、転用しない場合は
建物を解体、土地については地主と調整のうえ返却
する。） 
 

市民ニーズの変化         
           廃止廃止廃止廃止    
 

 
 
■ 実施時期 
   平成２４年度 廃止・保育園に機能移転 
 
■ 効果等 

 □ 保育園で事業を実施することにより、平常と同

じ環境でサービスが提供できる。 

□ 維持管理費削減額１６１万円／年 

７ 公民館 
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昭和４６年１２月建築【築３９年】  
耐 震：未対応（Ｉｓ値０.６６） 
所在地：熊之庄屋形３２４２番地４ 
    ＤＤＤＤ１１１１    
参考  

■ 課題 
 □ 築後３９年が経過しており、設備の老朽化が著

しい。 

□ 駐車場が少なく、増設するにも用地の確保が困
難である。 

 □ 稼働率が２５％と低い。 
 
■ 見直しの内容 

□ 老朽化しているが、Ｉｓ値は０.６以上あるため、
当面の間は継続することとし、大規模な修繕等が
必要となった時点で廃止する。  

□ 特に利用者の少ない夜間のみ閉館する。（１７時
～２１時を閉館） 
 
類似・老朽化          類似・老朽化 

               
 
 

          
 
■ 実施時期 

平成２４年度より夜間閉館 
 
■ 効果等 

維持管理費削減額３９８万円／年（開館１２時間
のうち夜間閉館４時間分を比率で試算） 

 
こぐま園 

保育園内で

事業継続 

 
東公民館 

 
東公民館 

 
当面当面当面当面のののの間間間間

存続存続存続存続    

 

１３ 

西公民館（文化勤労会館に併設） 
    
    
    
    
    
    
    
平成４年３月建築 
【築１９年耐震：新基準 
所在地：法成寺蔵化６０番地 

     ＢＢＢＢ２２２２ 



８ 図書館 
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平成４年３月建築【築１９年】 
耐 震：新基準 
所在地：法成寺蔵化６０番地 

ＢＢＢＢ２２２２（文化勤労会館に併設） 
 
 
参考 

■ 課題 
財政状況が厳しい中、図書館が２つ存在すること

により、同じ図書を購入する必要があるなど非効率
な面がある。 

 
■ 見直し内容 
 □ 両館とも利用者が多いことから、現時点でどち

らか一方に統合することは困難である。 

 □ 西図書館については開館時間を東図書館に合わ
せる。（水・金の１９時～２１時を閉館） 

□ 西庁舎及び西春駅のブックポストを廃止する。 
  

類似              類似 
  
 
 
 

 
■ 実施時期 
   平成２４年度 
 
■ 効果等 
 □ 西図書館の開館時間を短縮することで、人件費

等のコストが節約でき、図書の購入費等に充てる
事ができる。 

□ ブックポストの廃止により、本の損傷や紛失等
の事故が軽減される。 

□ 維持管理費削減額７１万円／年（夜間閉館及び
ブックポスト廃止） 
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西図書館 西図書館 

夜間閉館夜間閉館夜間閉館夜間閉館    

東図書館 

 

平成２年４月建築【築２０年】 
耐 震：新基準 
所在地：熊之庄御榊５３番地 
    ＤＤＤＤ２２２２    



９ プール 
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昭和５６年７月建築【築２９年】 
耐 震：旧基準（Ｉｓ値：不明） 
所在地：熊之庄城ノ屋敷２９５０番地 
    ＤＤＤＤ１１１１    
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平成元年６月建築【築２１年】 
耐 震：新基準 
所在地：法成寺蔵化１１０番地 
    ＢＢＢＢ２２２２    

■ 課題 

 □ 市民プールは築後２９年が経過しており、漏水や
設備の老朽化が著しく、修繕に多額の経費が必要で
ある。また、旧耐震基準で設計されており、必要な
強度があるか不明である。 

□ 各施設とも２か月の営業で、２千万円を超える経
費を要している。 

 □ ジャンボプールは有料で、市民プールは無料であ
り、利用者に不公平感がある。 

 
■ 見直し内容 

□ 夏休み前は利用者が約１割と少なく、稼働率が低
いため、両施設とも７月１日から夏休み開始までの
約２０日間を閉鎖する。 

□ 市民プールは、使用料を設定（大人２００円、子
ども１００円）し、維持管理費の一部に充てる。 

□ 市民プールは老朽化しているが、当面の間は継続
するものとし、大規模な修繕が必要となった段階で
廃止する。 

  
老朽化・類似          老朽化・類似 
 
 
 
 

 
■ 実施時期 
  平成２４年度 
 
■ 効果等 

 □ 各施設の開場期間の短縮により、維持管理費を削
減できる。削減額５４４万円／年 

□ 市民プールの有料化に伴い、収入を維持管理費の
一部に充てることができる。収入見込み額２１１万
円／年 

※ ジャンボプールの開場期間短縮により、収入も減
少する。（▲５７万円／年） 

 

１５ 

市民  

プール 

市民  

プール 

 
当面当面当面当面のののの間間間間

継続継続継続継続    

 



１０ 【参考】２３年度中に実施（先行実施） 
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昭和５９年２月建築【築２７年】   
耐 震：新基準 
所在地：能田引免地３５番地 ＤＤＤＤ２２２２ 
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昭和６０年３月建築【築２６年】   
耐 震：新基準 
所在地：西之保藤塚９３番地 ＢＢＢＢ２２２２ 

■ 実施内容 

 □ 東保健センターと西保健センターを統合し、平

成２３年７月より、健康ドームに移転した。 

 □ 東保健センター跡は、東庁舎分館とし、青少年

センター、教育支援センター及び児童課所管の相

談窓口を移転する。 

 □ 西保健センター跡は、西庁舎分館の建替えに合

わせて社会福祉協議会が移転する。 

 

■ 効果等 

 維持管理費削減額１,０４１万円／年（西保健センタ

ーの移転統合による効果。） 
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昭和４６年３月建築【築３９年】   
耐 震：未対応（Ｉｓ値０．３程度） 
所在地：徳重中道８番地 ＢＢＢＢ１１１１ 
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平 成 １ ４ 年 ３ 月 建 築 【 築 ９ 年 】    
耐 震：新基準 
所在地：高田寺起返１８番地 ＥＥＥＥ３３３３ 

■ 実施内容 

□ 教育支援センター「スマイル」「あけぼの」を

統合し、東保健センター跡の東庁舎分館に移転す

る。 

□ 「スマイル」跡は、児童の利用しない学校施設

（物置等）として活用する。 

□ 「あけぼの」跡については、他用途への転用を
検討し、転用しない場合は建物を解体、土地につ
いては売却する。 

 

■ 効果等 

□ 統合することにより、指導者の集中化が図ら
れ、きめ細かな対応が可能となる。 

□ 多目的の施設内に移転することにより、児童生
徒が通いやすくなる。きたバス利用も含め、交通
アクセスも良くなる。 

□ 維持管理費削減額１２３万円／年(２施設) 

 

 

１６ 
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公共施設公共施設公共施設公共施設のののの使用料等使用料等使用料等使用料等のののの見直見直見直見直しししし    

    

 

 

  行財政改革行動計行財政改革行動計行財政改革行動計行財政改革行動計画画画画    

 

  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

目目目目    次次次次    

 

 

 

１ 公共施設の使用料等の見直し方針（平成２３年３月）の概要 ・・・・・・・ ２０ 

 

２ 公共施設の使用料等の見直し（主なもの） ・・・・・・・・・・・・・・・ ２１ 

 

３ 公共施設の使用料等の見直しの具体的な内容 ・・・・・・・・・・・・・・ ２２ 

 

４ 公共施設の使用料等改定一覧表 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２９ 

 

 

 

 

 

 

 



 

    

１１１１    課題課題課題課題（（（（背景背景背景背景））））                                                                ２２２２    取組取組取組取組ののののポイントポイントポイントポイント    
 

 

 

 

 

 

３３３３    見直見直見直見直しのしのしのしの内容内容内容内容    

    ○○○○    使用料等使用料等使用料等使用料等のののの積算積算積算積算    

区    分 計  算  式 

会議室等の使用料等 
{(年間維持管理経費＋建物の減価償却費の一部)÷施設面積÷年

間使用可能時間}×貸出面積×貸出時間×受益者負担割合 

不特定多数が使用す

る施設の使用料等 

(年間維持管理経費＋建物の減価償却費の一部)÷利用者数×受

益者負担割合 

光熱水費に係る使用

料等 
年間光熱水費÷年間利用時間×利用時間 

    

    

    

    

    

    

    

    

○○○○    料金格差等料金格差等料金格差等料金格差等のののの是正是正是正是正    

 無料施設について、市内類似施設や他市町の状況を鑑み有料化を検討します。 

     

 

 

 

 

○○○○    減免減免減免減免のののの取扱取扱取扱取扱いいいい    

◇ 使用目的を重視し、原則として、特定の団体を包括的に減免対象としません。 
◇ 市の補助金団体等については、公費の重複負担にならないよう十分確認します。 
◇ 施設ごとに減免が可能な場合の基準を設定し、ホームページ等で公表します。 
◇ 減免した場合には、利用者名称、減免金額等をホームページ等で公表します。 

        ※※※※留意事項留意事項留意事項留意事項    

◇ 料金改定に当たっては、必要に応じて激変緩和措置を講じます。 
◇ 各施設の経緯や地域性、他市町村の状況を踏まえ、必要に応じ適切な調整を加えます。 

 

料 金 設 定料 金 設 定料 金 設 定料 金 設 定 のののの 統 一 性統 一 性統 一 性統 一 性 ・・・・ 公 平 性公 平 性公 平 性公 平 性    

施 設施 設施 設施 設 のののの 老 朽 化老 朽 化老 朽 化老 朽 化    

高 率高 率高 率高 率 なななな 減 免 割 合減 免 割 合減 免 割 合減 免 割 合    

積 算 方 法積 算 方 法積 算 方 法積 算 方 法 のののの 統 一 化統 一 化統 一 化統 一 化    

受 益者 負担受 益者 負担受 益者 負担受 益者 負担 ････ 公平 性公平 性公平 性公平 性 のののの 原 則原 則原 則原 則    

減 免 基 準減 免 基 準減 免 基 準減 免 基 準 のののの 明 確 化明 確 化明 確 化明 確 化    

※※※※    そのそのそのその他統一他統一他統一他統一をををを検討検討検討検討するするするする事項事項事項事項    

 ○時間単価の考え方 

 ○料金単位（10 円単位 等） 

 ○超過時間の取扱 

 ○市外利用者の取扱 

 ○営利目的の場合の取扱 

 ○貸出単位（貸出時間区分） 

《《《《検討対象施設検討対象施設検討対象施設検討対象施設》》》》    ※（ ）内の数字は施設数 

①学校施設開放(16) ②児童館（10）※会議室の専用利用 ③保健センターの会議室 
④市民プール ⑤ソフトボール球場 ⑥運動広場（3）（ゲートボール場 1、グラウンドゴルフ場 2） 
⑦東図書館の学習室を除く会議室 ⑧歴史民俗資料館 ※観覧料   
⑨文化の森物語の広場 ⑩高齢者活動センター（2） ⑪あけぼのふれあい会館 
⑫憩いの家とくしげ ⑬回想法センター ⑭ゲートボール場（2） ⑮自転車駐車場（5） 

公共施設公共施設公共施設公共施設のののの使用料等使用料等使用料等使用料等のののの見直見直見直見直しししし方針方針方針方針（（（（平成平成平成平成２３２３２３２３年年年年３３３３月月月月））））のののの概要概要概要概要 
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支  出 収  入 

維持管理に係る費用 

・人件費 

・物件費 

建設費 

大規模修繕費用 

使用料等 
（利用者負担） 

税  金 

使用料等 

（利用者負担） 

税金（減額・免除） 

税  金 

利用者の

負担割合

を適切な

基準に改

める。 

一部を利

用者負担

とする。 



《平成24年度中の改定を目標とします》
【参考】 (単位：円)

単位 現行使用料 改定使用料 改定割合
(改定/現行)

激変緩和前
積算額

激変緩和後
積算額

ふれあい健康ルーム 2,700 3,2403,2403,2403,240 1.20 3,360 3,240

栄養指導室 1,200 1,4101,4101,4101,410 1.18 1,230 1,230

ボランティア会議室 1,200 1,1401,1401,1401,140 0.95 1,200 1,200

陽だまりハウス 多目的ホール 3時間 1,100 1,3201,3201,3201,320 1.20 5,610 1,320

料理室 1,100 1,1701,1701,1701,170 1.06 1,290 1,290

大ホール 13,200 15,84015,84015,84015,840 1.20 19,920 15,840

リハーサル室 1,100 1,3201,3201,3201,320 1.20 1,560 1,320

小ホール 1,800 2,1602,1602,1602,160 1.20 4,530 2,160

会議室 700 1,5001,5001,5001,500 2.14 1,920 840

視聴覚室 1,240 810810810810 0.65 1,380 1,380

調理実習室 1,550 870870870870 0.56 1,320 1,380

大集会室 2,470 2,9402,9402,9402,940 1.19 5,010 2,940

アリーナ 6,000 7,2007,2007,2007,200 1.20 19,320 7,200

軽運動室 3,000 3,5103,5103,5103,510 1.17 3,510 3,510

柔剣道室 1,500 1,4401,4401,4401,440 0.96 2,010 1,800

研修室 1,200 1,5601,5601,5601,560 1.30 1,350 1,350

クッキングルーム 1,200 1,5601,5601,5601,560 1.30 1,140 1,140

アリーナ 2,480 2,9402,9402,9402,940 1.19 13,350 2,940

市民ホール(卓球室） 1,240 1,4701,4701,4701,470 1.19 3,750 1,470

剣道場 1,240 1,6201,6201,6201,620 1.31 1,980 1,470

大会議室 1,240 1,0801,0801,0801,080 0.87 840 1,110

研修室 620 1,1401,1401,1401,140 1.84 870 720

グラウンド 412 370370370370 0.90 350 370

夜間照明設備 2,000 2,4002,4002,4002,400 1.20 3,350 2,400

1面 2時間 600 540540540540 0.90 200 540

夜間照明設備 1時間 200 210210210210 1.05 210 210

小中学生 １人 0 100100100100 - 100 100

その他のもの 1人 0 200200200200 - 200 200

＜現行使用料を規定している施設の使用料増収見込み等＞

現在の収入額（3年平均) 9,800万円

改定による収入見込み額 1億700万円

増収見込み額 900万円

市民プール

3時間

3時間

1時間

3時間

3時間

市民グラウンド

二子テニスコート

※現在の収入額は、指定管理者の収入を含めるため決算額とは一致しない。

※改定による収入見込み額は、1時間あたりの単価に平成20年度～22年度
　の平均利用時間又は件数を乗じて積算。
　なお、市外利用、営利目的利用等を加味していない。
※改定割合は1時間あたり単価で積算し、小数点第3位を四捨五入して表示。

施　　　　　設

総合体育館 3時間

東公民館

もえの丘

文化勤労会館

健康ドーム

公共施設の使用料等の見直し（主なもの）
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１１１１    統一事項統一事項統一事項統一事項    

    ⑴⑴⑴⑴    積算方法積算方法積算方法積算方法    

従来は、それぞれの施設について個別に使用料を検討・設定してきましたが、統一的統一的統一的統一的なななな積積積積

算方法算方法算方法算方法をををを設定設定設定設定しししし利用者負担利用者負担利用者負担利用者負担をををを適正化適正化適正化適正化します。 

 

■■■■    使用料使用料使用料使用料のののの計算式計算式計算式計算式    

    

■■■■    経費経費経費経費のののの考考考考ええええ方方方方    

積算基礎となる経費は、下記の費用を過去３年間平均した額を用います。 

    

■■■■    積算基礎積算基礎積算基礎積算基礎となるとなるとなるとなる経費経費経費経費にににに含含含含まないものまないものまないものまないもの 

□ 用地取得費（財産） 

□ 借地料（用地を取得するか借用するかは任意であるため） 

□ 公債費（借入金の返済額）（建設にあたり借り入れるかは任意であるため）    

    

区   分 計  算  式 

会議室等 
{(年間維持管理経費＋建物の減価償却費の５０％)÷施設面積÷

年間使用可能時間}×貸出面積×貸出時間×受益者負担割合 

不特定多数が使用する施設 

（プール、浴室等） 

(年間維持管理経費＋建物の減価償却費の５０％)÷利用者数×

受益者負担割合 

光熱水費 

（夜間照明設備） 
年間光熱水費÷年間利用時間×利用時間 

項   目 内     容 

人件費 施設の維持管理や運営に係る職員の人件費 

物件費 
光熱水費、委託料、修繕費など維持管理・運営に要する経費 

※ 大規模修繕費・借地料は含まない。 

建設費 

（大規模修繕費を含む） 

建物の減価償却費の 50％ 
※ 建設に係る経費の全額を利用者に転嫁することは適当ではありません

が、利用により劣化する部分の一部を負担していただきます。 

公共施設公共施設公共施設公共施設のののの使用料等使用料等使用料等使用料等のののの見直見直見直見直しのしのしのしの具体的具体的具体的具体的なななな内容内容内容内容 
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■■■■    受益者負担割合受益者負担割合受益者負担割合受益者負担割合 

使用料で賄うことのできない施設の維持管理経費については、市民全体の負担となります。 

市民間の公平性を確保するため、各施設の性質区分に応じ、受益者負担割合受益者負担割合受益者負担割合受益者負担割合を以下のとお

りとし、利用者（受益者）に応分の負担を求めます。 
    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

⑵⑵⑵⑵    時間単価時間単価時間単価時間単価のののの設定設定設定設定    

1時間あたりの使用料の単価は、時間帯時間帯時間帯時間帯、、、、曜日曜日曜日曜日にかかわらずにかかわらずにかかわらずにかかわらず同一同一同一同一としますとしますとしますとします。。。。    

⑶⑶⑶⑶    単位単位単位単位のののの統一統一統一統一    

使用料を１０１０１０１０円円円円単位単位単位単位にににに統一統一統一統一しますしますしますします。。。。    

⑷⑷⑷⑷    超過超過超過超過時間時間時間時間のののの使用料使用料使用料使用料    

利用区分を超過して使用する場合の使用料を１１１１．．．．３３３３倍倍倍倍としますとしますとしますとします。。。。    

催事利用等の際の例外的利用を想定し、健康ドーム、総合体育館、文化勤労会館、総合福

祉センターもえの丘に開館前・閉館後の１時間以内に限り超過時間（８時～９時または２１

時(３０分)～２２時(３０分)）を設定します。 

また、昼･夕に使用できない時間を設ける施設は、施設管理者が特に必要と認める場合、１

時間以内の延長利用を可能とします。    

⑸⑸⑸⑸    市外利用者市外利用者市外利用者市外利用者（（（（市内在住市内在住市内在住市内在住・・・・在勤在勤在勤在勤・・・・在学以外在学以外在学以外在学以外のののの者者者者））））のののの使用料使用料使用料使用料    

市民の皆さんの税金で設置・運営する施設であるため、市外の方が利用する場合の使用料

を１１１１．．．．２２２２倍倍倍倍としますとしますとしますとします。。。。    

市内外の判断は申請書によるため、申請行為を伴わない浴室等の個人使用料個人使用料個人使用料個人使用料はははは対象外対象外対象外対象外としますとしますとしますとします。。。。    

⑹⑹⑹⑹    営利目的営利目的営利目的営利目的でのでのでのでの使用料使用料使用料使用料    

営利目的での使用料を規定します。 

なお、「営利」とは商品の販売のほか、商品の展示や販売促進を目的としたもの（講習会、

相談会、会社･学校説明会、入社試験、社員研修等、将来的に収入確保が見込まれるもの）及

び収益を前提として参加費又はこれに準ずるものを徴収するものを含みます。 

※ 営利目的利用の場合の使用料を総合体育館、健康ドームは５５５５倍倍倍倍、文化会館、勤労福祉会館は２２２２倍倍倍倍とします。 

市民生活に不可欠なもので、行政

が提供する必要のあるもの 

（（（（００００％）％）％）％）    

図書館図書館図書館図書館    

児童館児童館児童館児童館などなどなどなど    

市民生活を快適にするもので、

行政が提供する必要のあるもの 

（（（（７５７５７５７５％）％）％）％）    

社会教育施設社会教育施設社会教育施設社会教育施設    

    コミュニティコミュニティコミュニティコミュニティ施設施設施設施設などなどなどなど 

市民生活に不可欠なもので、行政

以外の者でも提供できるもの 

（（（（２５２５２５２５％～％～％～％～５０５０５０５０％）％）％）％）    

福祉施設福祉施設福祉施設福祉施設    

    

市民生活を快適にするもので、

行政以外の者でも提供できるもの 

（（（（１００１００１００１００％）％）％）％）    

屋外競技施設屋外競技施設屋外競技施設屋外競技施設    

トレーニングルームトレーニングルームトレーニングルームトレーニングルーム    

プールプールプールプール    自転車駐車場自転車駐車場自転車駐車場自転車駐車場などなどなどなど 

非市場的非市場的非市場的非市場的    

必
需
的

必
需
的

必
需
的

必
需
的    

選
択
的

選
択
的

選
択
的

選
択
的    

市場的市場的市場的市場的    
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⑺⑺⑺⑺    貸出単位貸出単位貸出単位貸出単位（（（（貸出時間貸出時間貸出時間貸出時間のののの区分区分区分区分））））    

屋内施設の貸出単位について、Ａ，ＢＡ，ＢＡ，ＢＡ，Ｂパターンパターンパターンパターンのいずれかのいずれかのいずれかのいずれかとします。    

■ 現行現行現行現行    

健康ドーム、総合体育館（競技施設） 

 

文化勤労会館（西公民館、文化会館、勤労福祉会館）   

 

総合福祉センターもえの丘  

 

陽だまりハウス 

 

東公民館、総合体育館（会議室等）、憩いの家３荘、学習等供用施設、コミュニティセンター 

 

    

■■■■    見直見直見直見直しししし後後後後                                                                                    ※ 閉館時間は施設によって異なります 

ＡＡＡＡパターンパターンパターンパターン    ：：：：    健康健康健康健康ドームドームドームドーム、、、、総合体育館総合体育館総合体育館総合体育館（（（（会議室等含会議室等含会議室等含会議室等含むむむむ））））    

 

ＢＢＢＢパターンパターンパターンパターン    ：：：：    そのそのそのその他施設他施設他施設他施設    

 

※屋外施設は、市民グラウンドを 3 時間（現行２時間３０分）、他は２時間（現行１～2 時間）とします。    

 9:00 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00 18:00 19:00 20:00 21:00  
                            

              

 9:00 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00 18:00 19:00 20:00 21:00  
                            

              

 

 9:00 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00 18:00 19:00 20:00 21:00  
                            

              

 

 9:00 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00 18:00 19:00 20:00 21:00  
                            

              

 9:00 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00 18:00 19:00 20:00 21:00  
                            

              

 

3 時間以内 

※ 憩いの家は 16:00、学習等供用施設は 17:00 が閉館時間 

 9:00 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00 18:00 19:00 20:00 21:00  
                            

              

 

 9:00 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00 18:00 19:00 20:00 21:00  
                            

              

 

※ 総合体育館は 21:30 分が閉館時間 
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⑻⑻⑻⑻    附属設備附属設備附属設備附属設備のののの使用料使用料使用料使用料    

  ■ 冷暖房設備 

冷暖房設備は、施設の通常の利用に付随するものであるため、別に使用料を規定しません。 

 

  ■ 施設照明設備 

屋内施設に設置されている照明設備は、施設の通常の利用に付随するものであるため、別

に使用料を規定しません。 

ただし、文化勤労会館大ホール、総合体育館市民ホール舞台のみ、利用者によって利用形

態が異なるため、特別な照明設備を使用する場合として使用料を規定します。 

 

⑼⑼⑼⑼    回数券回数券回数券回数券及及及及びびびび定期券定期券定期券定期券    

回数券は１１枚で１０回分の使用料の設定に統一します。 

新たに健康ドーム浴室及びトレーニングルームに定期券を規定します。 

定期券は１月の利用を２０日と設定し、使用区分に応じ割引率を引きあげるものとします。 

 

■ 定期券割引率の設定 

 

 

 

 

      

 

  西春駅東口地下自転車駐車場（一般） 

   

 

 

 

 

 

１箇月定期 ３箇月定期 ６箇月定期 

１５％ ２５％ ３５％ 

１次利用 １箇月 ３箇月 ６箇月 

１００円 
１，７００円 

＜計算式＞ 

100円×20日×（1-0.15） 

４，５００円 
＜計算式＞ 

100円×20日×３月×（1-0.25） 

７，８００円 
＜計算式＞ 

100円×20日×6月×（1-0.35） 

＜例示＞ 
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２２２２    無料施設無料施設無料施設無料施設のののの有料化有料化有料化有料化    
現在、使用料が無料となっている施設について、市内類似施設や他市町村の状況を踏まえて

検討した結果、下記のとおり取扱います。 
 

■ 類似施設との公平性の観点から有料とする施設 

※ 有料化による歳入の一部を施設修繕等に活用することで、利便性の向上を図ります。 
 

■ 類似施設との公平性の観点から現行のとおりとする施設 

 
■ 有料化による経費と収益の費用対効果の観点から現行のとおりとする施設 

 
■ その他の理由により現行のとおりとする施設 

 
■ 移転のため対象外となった施設 

    

施 設 名 類 似 施 設 備   考 

学校施設開放 
＜現況は照明料のみ規定＞ 

健康ドーム、総合体育館 
市民グラウンド 
二子テニスコート 

類似施設使用料の５０％を準用 

市民プール 
＜現況は専用利用のみ規定＞ 

ジャンボプール 

個人利用は、過去の使用料を参照 

専用利用は、ジャンボプールに規
定がないこと及び需要が見込め
ないため廃止 

施 設 名 類 似 施 設 

文化の森物語の広場 もえの丘ふるさと広場、都市公園 

運動広場（グラウンドゴルフ場、
ゲートボール場） 

高齢者福祉施設、運動広場 
もえの丘ふるさと広場、都市公園 

高齢者活動センター 

憩いの家とくしげ 
高齢者福祉施設 

ゲートボール場 高齢者福祉施設、運動広場 

施 設 名 有料化により発生する新たな経費 

ソフトボール球場 土地の借地料 

東図書館の会議室 
（学習室を除く） 

学習室の遮音工事費 
施設の用途変更による国庫・県補助金の返還 

回想法センター（会議室） 施設の用途変更による国庫補助金の返還 

自転車駐車場 
（鹿田坂巻他4箇所） 

自立式スタンド設置工事費 
設置のスペース増大による新たな土地の確保 

施 設 名 備      考 

あけぼのふれあい会館 平成２４年度に廃止予定 

歴史民俗資料館 
有料化による来館者減少が見込まれる。 
歳入確保策としてポストカード販売を検討 

児童館（会議室） 子どもの自由な利用が制限される。 

施 設 名 備      考 

保健センター（会議室） 健康ドーム内に移転 
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３３３３    激変緩和措置激変緩和措置激変緩和措置激変緩和措置    
使用料の急激な増減を緩和するため、積算上限及び下限を設定します。 

方針では改定上限を現行の２．０倍、下限を０．５倍と設定しましたが、大幅に取扱いを変

更する影響等を考慮し、今回（初回）の改定については、積算積算積算積算したしたしたした１１１１時間時間時間時間あたりあたりあたりあたり単価単価単価単価のののの上限上限上限上限をををを

現行現行現行現行のののの１１１１．．．．２２２２倍倍倍倍、、、、下限下限下限下限をををを現行現行現行現行のののの００００．．．．９９９９倍倍倍倍としとしとしとし、個人個人個人個人でででで利用利用利用利用するするするする施設施設施設施設についてはについてはについてはについては、、、、利用者利用者利用者利用者一人一人一人一人ああああ

たりのたりのたりのたりの負担負担負担負担がががが大大大大きいことからきいことからきいことからきいことから据据据据ええええ置置置置くこととしますくこととしますくこととしますくこととします。。。。（（（（定期券定期券定期券定期券のののの改定改定改定改定をををを除除除除くくくく。。。。））））    

また、貸出時間の長短にかかわらず、1 時間あたりの単価を同一とすることが原則ですが、

現行現行現行現行においてにおいてにおいてにおいて貸出時間貸出時間貸出時間貸出時間がががが長長長長いほどいほどいほどいほど 1111 時間時間時間時間あたりのあたりのあたりのあたりの単価単価単価単価をををを低低低低額額額額にににに設定設定設定設定しているしているしているしている施設施設施設施設についてについてについてについてはははは、、、、

使用料使用料使用料使用料のののの急激急激急激急激なななな増額増額増額増額をををを緩和緩和緩和緩和するためするためするためするため、、、、今回今回今回今回のののの改定改定改定改定にあってはにあってはにあってはにあっては、、、、現行現行現行現行のののの時間区分時間区分時間区分時間区分使用料使用料使用料使用料にににに基準単基準単基準単基準単

価価価価((((１１１１時間時間時間時間あたりあたりあたりあたり単価単価単価単価))))のののの改定率改定率改定率改定率をををを乗乗乗乗じることとしますじることとしますじることとしますじることとします。。。。なお、公平性の原則にそぐわないこと

から、将来的には是正を検討します。 

    

４４４４    同種施設使用料同種施設使用料同種施設使用料同種施設使用料のののの調整調整調整調整    
原則として施設単位ごとに積算を行いますが、同じ目的で利用する施設（同種施設）につい

ては、公平性の観点により 1111 ㎡㎡㎡㎡あたりのあたりのあたりのあたりの単価単価単価単価をををを同一同一同一同一とするとするとするとすることが望ましいことから、会議室、

調理室、和室、スポーツ施設（アリーナを除く）を対象に調整を行います。（調整は、１時間あ

たりの使用料を基礎とします。） 

調整の結果、現行の１．２倍を超え、または、０．９倍を下回る結果となる改定もあります。 

    

東公民館調理実習室の計算式 （調整前計）1,680 円÷（面積計）343.68 ㎡×（面積）60.92 ㎡≒290 円    

※ 改定割合は小数点第 3 位を四捨五入しているため、現行×改定割合＝調整後 が一致しないものもあります。  

    

５５５５    改定改定改定改定使用料使用料使用料使用料    
   １～４により積算した改定使用料は、「公共施設公共施設公共施設公共施設のののの使用料等改定一覧表使用料等改定一覧表使用料等改定一覧表使用料等改定一覧表」（29～40 頁）の

とおりであり、改定に伴う増収見込額は下表のとおりとなります。 

 

 

 

 
 

※ 現在の収入額には、指定管理者の収入を含めるため決算額とは一致しません。 

※ 改定による収入見込み額は、１時間あたりの単価に平成 20 年度～22 年度の平均利用時間及び件数を乗
じたものです。なお、市外利用、営利目的利用等を加味していません。 

    

名  称 面積 現 行 調整前 調整後 
改定割合※ 
(調整後/現行) 

東公民館 調理実習室 60.92 ㎡ ５１7 円 ４６０円 ２９０円 0.56 

もえの丘 栄養指導室 96.32 ㎡ ４００円 ４１０円 ４７０円 1.18 

文化勤労会館 料理室 80.00 ㎡ ３６7 円 ４３０円 ３９０円 1.06 

健康ドーム クッキングルーム 106.44 ㎡ ４００円 ３８０円 ５２０円 1.30 

計 343.68 ㎡ １，６８４円 １，６８０円 １，６７０円 ― 

現在の収入額（平成２０年度～２２年度平均） ９，80０万円 

改定による収入見込み額 １億７００万円 

増収見込み額（率） ９００万円（9％増）

＜例示＞調理室の例 
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６６６６    減免減免減免減免のののの取扱取扱取扱取扱いいいい    

公平性・公正性の確保のため、減免基準減免基準減免基準減免基準のののの明確化明確化明確化明確化をををを図図図図りりりり、、、、市民市民市民市民へのへのへのへの説明責任説明責任説明責任説明責任をををを果果果果たしたしたしたしますますますます。。。。    

   □ 使用目的を重視することとし、原則として特定の団体を包括的に減免対象とはしません。 

□ 市から補助金等を交付している団体等については、使用料を減免することにより公費の

重複負担にならないよう十分確認します。 

□ 利用者の公平性を確保するため、減免が可能な場合の基準を施設ごとに設定し、減免し

た場合には、利用目的、減免理由、減免金額及び申請事項等をホームページ等で段階的に

公表します。 

    

７７７７    使用料使用料使用料使用料のののの改定時期及改定時期及改定時期及改定時期及びびびびサイクルサイクルサイクルサイクル    
利用者への一定の周知期間を配慮しつつ、平成平成平成平成２４２４２４２４年度年度年度年度をををを目標目標目標目標にににに改定を進めます。 

なお、指定管理者制度を導入し利用料金制を採用している施設については、指定管理期間を

考慮して改定時期を定めます。 

また、改定のサイクルは概ね５５５５年年年年としますが、影響及び効果を毎年測定し、必要に応じて適

時見直しを行います。 

 

８８８８    そのそのそのその他他他他    
        ■■■■    「公共施設管理運営の見直し」との関連    

近い将来に廃止等を予定する施設については、改定を見送ります。 

□ 現時点で廃止等を予定する施設（詳細は8～9頁を参照） 

コミュニティセンター、あけぼのふれあい会館 

 

 



 
 

公共施設の使用料等改定一覧表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施施施施        設設設設        名名名名    ページページページページ    所所所所    管管管管    課課課課    

 学習等供用施設学習等供用施設学習等供用施設学習等供用施設 

高田寺学習等供用施設・鹿田学習等供用施設 30 総務課 

 自転車駐車場自転車駐車場自転車駐車場自転車駐車場 

西春駅東口地下自転車駐車場 30 防災交通課 

福祉施設福祉施設福祉施設福祉施設    

総合福祉センターもえの丘 31 

陽だまりハウス 31 

社会福祉課 

憩いの家 さかえ荘・さくら荘・ふたば荘 32 高齢福祉課 

    文化施設文化施設文化施設文化施設    

文化勤労会館（西公民館、文化会館、勤労福祉会館） 32 

東公民館 34 

生涯学習課 

学校施設学校施設学校施設学校施設    

小中学校 35 スポーツ課 

施施施施        設設設設        名名名名    ページページページページ    所所所所    管管管管    課課課課    

体育施設体育施設体育施設体育施設    

健康ドーム 36 

総合体育館 38 

市民グラウンド 40 

二子テニスコート 40 

スポーツ課 

新新新新たにたにたにたに使用料使用料使用料使用料をををを規定規定規定規定するするするする施設施設施設施設 

市民プール 40 スポーツ課 

※ 単位：円 

※ 個人利用を除き市外利用の場合は、この表に定める額の 1.2 倍相当額とする。 

※ 改定割合は、1 時間あたりの単価で積算し、小数点第 3 位を四捨五入して表示 

  しているため、現行×改定割合＝改定使用料 ではない場合もある。 
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現 行 使 用 料 改 定 後 

施設名 
室名  

定員＼使用区分 
3 時間以内 

全日 

（ 9:00-17:00） 

超過時間 
(1 時間以内) 

9:00-12:00 13:00-17:00 9:00-17:00 超過 1 時間 

改定割合 

休養室 18 人 210 420 110 180 240 360 70 0.86 

学習室 36 人 420 830 210 420 560 830 180 1.00 

保育室 15 人 210 420 110 - - - - - 

高田寺学習 

等供用施設 

集会室 100 人 1,030 2,060 520 900 1,200 1,800 390 0.87 

休養室 20 人 210 420 110 240 320 480 100 1.14 

学習室 21 人 210 420 110 240 320 480 100 1.14 

保育室 17 人 210 420 110 - - - - - 

鹿田学習等 

供用施設 

集会室 108 人 1,030 2,060 520 1,080 1,440 2,160 460 1.05 

施設 使用区分 現 行 使 用 料 改 定 後 改定割合 

1 箇月 1,500 1,700 1.13 

3 箇月 4,000 4,500 1.13 定期利用許可 

6 箇月 7,000 7,800 1.11 
一 般 

一次利用許可 1 回につき 100 1 回につき 100 1.00 

1 箇月 1,200 1,400 1.17 

3 箇月 3,000 3,600 1.20 定期利用許可 

6 箇月 5,000 6,000 1.20 

西春駅東口地下 

自転車駐車場 

高校生以下 

一次利用許可 1 回につき 100 1 回につき 100 1.00 

学習等供用施設 

自転車駐車場 3
0

 



 

 

 

 

現 行 使 用 料 改 定 後 

施設 室名 定員＼使用区分 
9:00-12:00 

18:00-21:00 
13:00-17:00 9:00-17:00 

超過時間 

(1 時間以内) 

 9:00-12:00 

18:00-21:00 
13:00-17:00 

 9:00-17:00 

13:00-21:00 
9:00-21:00 

開館前閉館後及び 

超過 1 時間 

改定 

割合 

ふれあい健康ルーム 130 人 2,700 3,600 6,300 900 3,240 4,320 7,560 11,880 1,400 1.20 

休養室 48 人 1,200 1,600 2,800 400 1,470 1,960 3,430 5,390 630 1.23 

栄養指導室 20 人 1,200 1,600 2,800 400 1,410 1,880 3,290 5,170 610 1.18 

ボランティア会議室 36 人 1,200 1,600 2,800 400 1,140 1,520 2,660 4,180 480 0.95 

ボランティア会議室 1 18 人 600 800 1,400 200 570 760 1,330 2,090 240 0.95 

ボランティア会議室 2 18 人 600 800 1,400 200 570 760 1,330 2,090 240 0.95 

研修室 20 人 600 800 1,400 200 690 920 1,610 2,530 290 1.15 

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
も
え
の
丘 

青空テラス 27 人 無料 無料 無料 無料 無料 無料 無料 無料 無料 - 

 

 

現 行 使 用 料 改 定 後 

施設 室名＼使用区分 
9:00-12:00 

18:00-21:00 
13:00-17:00 

 9:00-17:00 

13:00-21:00 
9:00-21:00 

 9:00-12:00 

18:00-21:00 
13:00-17:00 

 9:00-17:00 

13:00-21:00 
9:00-21:00 超過 1 時間 

改定 

割合 

許可書の交付を受けた者が

市内に在住し、在勤し、又は

在学する者である場合 

1,100 1,400 2,500 3,200 1,320 1,680 3,000 3,840 570 1.20 陽
だ
ま
り
ハ
ウ
ス 

多
目
的
ホ
ー
ル 許可書の交付を受けた者が

上記以外の者である場合 
1,650 2,100 3,750 4,800 - - 

 

 

福 祉 施 設 

3
1

 



現 行 使 用 料 改 定 後 

施設 室名 定員＼使用区分 

3 時間以内 9:00-16:00 超過 1 時間 施設名 
9:00-12:00 

13:00-16:00 
9:00-16:00 超過 1 時間 

改定 

割合 

さかえ荘 1,230 2,460 530 1.19 

さくら荘 大広間 44 人 1,030 2,060 420 

ふたば荘 
900 1,800 390 0.87 

さかえ荘 630 1,470 270 1.02 

さくら荘 540 1,260 230 0.87 集会室 32 人 620 1,550 360 

ふたば荘 660 1,540 280 1.06 

さかえ荘 

さくら荘 会議室 38 人 620 1,550 360 

ふたば荘 

720 1,680 310 1.16 

さかえ荘 

さくら荘 休養室 12 人 520 1,030 210 

ふたば荘 

450 890 190 0.87 

さかえ荘 

さくら荘 

憩
い
の
家 

茶室 12 人 520 1,030 210 

ふたば荘 

450 890 190 0.87 

 

 

 

 

現 行 使 用 料 改 定 後 

施設 室名＼使用区分 
9:00-12:00 

18:00-21:00 
13:00-17:00 

 9:00-17:00 
13:00-21:00 

9:00-21:00 
超過時間 

(1 時間以内) 
 9:00-12:00 
18:00-21:00 

13:00-17:00 
 9:00-17:00 
13:00-21:00 

9:00-21:00 
開館前閉館後 

及び 
超過 1 時間 

改定 
割合 

工作室 1,100 1,400 2,500 3,300 350 990 1,260 2,250 2,970 420 0.90 

料理室 1,100 1,400 2,500 3,300 350 1,170 1,480 2,650 3,510 500 1.06 

視聴覚室 1,100 1,400 2,500 3,300 350 930 1,180 2,110 2,790 400 0.85 

展示室 - 210 280 560 840 90 - 

西
公
民
館 

（
文
化
勤
労
会
館
） 

展示コーナー - 300 400 800 1,200 130 - 

文 化 施 設 

3
2

 



現 行 使 用 料 改 定 後 

施設 室名＼使用区分 
9:00-12:00 

18:00-21:00 
13:00-17:00 

 9:00-17:00 

13:00-21:00 
9:00-21:00 

超過時間 

(1 時間以内) 

 9:00-12:00 

18:00-21:00 
13:00-17:00 

 9:00-17:00 

13:00-21:00 
9:00-21:00 

開館前閉館後及び 

超過 1 時間 

改定 

割合 

大ホール 
＜休日料金＞ 

13,200 
＜16,500＞ 

16,500 
＜20,900＞ 

29,700 
＜37,400＞ 

38,500 
＜48,400＞ 

4,200 
＜5,300＞ 15,840 19,800 35,640 46,200 6,860 1.20 

大ホール 
舞台のみ 

1 時間 3,300 1 時間 3,960 5,140 1.20 

リ ハ ー サ ル
室 

1,100 1,400 2,500 3,300 350 1,320 1,680 3,000 3,960 570 1.20 

楽屋 1 400 600 1,100 1,400 150 360 480 960 1,260 150 0.90 

楽屋 2 400 600 1,100 1,400 150 360 480 960 1,260 150 0.90 

舞台照明 
Ａセット 

3,300 4,000 7,300 9,500 1,000 3,960 4,800 8,760 11,400 1,710 1.20 

舞台照明 
Ｂセット 

5,500 6,800 12,300 15,900 1,700 6,600 8,160 14,760 19,080 2,860 1.20 

舞台照明 
Ｃセット 

8,800 11,000 19,800 25,700 2,700 10,560 13,200 23,760 30,840 4,570 1.20 

文
化
会
館 

（
文
化
勤
労
会
館
） 

舞台照明 
Ｄセット 

1,300 1,600 2,900 3,800 400 1,560 1,920 3,480 4,560 670 1.20 

※ 大 ホー ル を除 き、 営 利目 的 の利 用は 、 この 表 に定 める 額 の２ 倍 相当 額と す る。  

※ 大 ホー ル 使用 者が 入 場料 又 はこ れに 準 ずる も の(以 下「 入 場料 等 」と いう 。)を 徴収 す る 場合 の 施設 使 用料 は、 そ の徴 収 金額 に応 じ 、次 の とお り加 算 する 。 

(1) 入 場 料等 の 最 高額 が 1,000 円 未 満の 場 合 は 50％ 加 算  (2) 入 場 料 等の 最 高額 が 1,000 円 以 上、 3,000 円未 満 の場 合 は 100％ 加 算 

(3) 入 場 料等 の 最 高額 が 3,000 円 以 上の 場 合 は 200％ 加算 

※営 利 目的 の 利用 は、 こ の表 に 定め る額 の ２倍 相 当額 とす る 。  

現 行 使 用 料 改 定 後 

施設 室名＼使用区分 
9:00-12:00 

18:00-21:00 
13:00-17:00 

 9:00-17:00 

13:00-21:00 
9:00-21:00 

超過時間 

(1 時間以内) 

 9:00-12:00 

18:00-21:00 
13:00-17:00 

 9:00-17:00 

13:00-21:00 
9:00-21:00 

開館前閉館後 
及び 

超過 1 時間 

改定 

割合 

和室 700 900 1,700 2,300 250 1,170 1,500 2,840 3,840 500 1.67 

小ホール 1,800 2,300 4,100 5,300 600 2,160 2,760 4,920 6,360 930 1.20 

会議室 700 900 1,700 2,300 250 1,500 1,920 3,640 4,920 650 2.14 

研修室 700 900 1,700 2,300 250 1,200 1,540 2,910 3,940 520 1.71 

勤
労
福
祉
会
館 

（
文
化
勤
労
会
館
） 

ミーティング室 - - - - - 300 400 800 1,200 130 - 

3
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現 行 使 用 料 改 定 後 

施設 室 名 ＼ 使 用 区 分 

3 時間以内 9:00-21:00 
超過時間 

(1 時間以内) 
 9:00-12:00 13:00-17:00  9:00-17:00 9:00-21:00 超過 1 時間 

改定割合 

第 1 集会室 620 2,480 210 720 960 1,920 310 1.16 

第 2 集会室 620 2,480 210 540 720 1,440 230 0.87 

視聴覚室 1,240 4,960 410 810 1,080 2,160 350 0.65 

調理実習室 1,550 6,200 520 870 1,160 2,320 370 0.56 

第 1 和風会議室 820 3,280 270 510 680 1,360 220 0.62 

大集会室 2,470 9,880 820 2,940 3,920 7,840 1,270 1.19 

第 2 和風会議室 1,550 6,200 520 1,110 1,480 2,960 480 0.72 

リハーサル室 1,240 4,960 410 1,230 1,640 3,280 530 0.99 

第 3 集会室 620 2,480 210 450 600 1,200 190 0.73 

第 4 集会室 1,240 4,960 410 810 1,080 2,160 350 0.65 

東
公
民
館 

第 5 集会室 1,550 6,200 520 990 1,320 2,640 

- 

420 0.64 
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施設 使用区分 現 行 使 用 料 改 定 後 
改定 

割合 

施設 全小中学校 - 2 時間 370 - 

師勝中学校 訓原中学校 2 時間 4,000 1 時間 1,200 0.60 

西春中学校 1 時間 1,500 1 時間 900 0.60 

6 基点灯 1 時間 2,000 1 時間 1,200 0.60 
白木中学校 

3 基点灯 1 時間 1,000 1 時間 600 0.60 

運動場 
照明設備 

天神中学校 1 時間 2,000 1 時間 1,200 0.60 

施設 全小中学校 - 1 面 2 時間 270 - 

師勝中学校 訓原中学校 2 時間 400 - - テニスコート 
照明設備 

白木中学校 天神中学校 1 面 1 時間 200 1 面 1 時間 100 0.50 

施設 全小中学校 - 2 時間 490 - 

競技場 2 時間 500 

卓球場 2 時間 160 東地区 8 校 

会議室等 2 時間 80 

体育館 
照明設備 

西地区 8 校 競技場 1 時間 250 

- - 

施設 全中学校 - - 2 時間 480 

東地区 8 校 2 時間 80 

小
中
学
校 

武道場 
照明設備 

西地区 8 校 1 時間 250 
- 

- 

学 校 施 設 
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※  営 利目 的 利用 は、 こ の表 に 定め る額 の 5 倍相 当 額 とす る 。   

※  冷 暖房 設 備の 使用 料 加算 は 廃止 する 。  

現 行 使 用 料 改 定 後 

施設 室名＼使用区分 
 9:00-12:00 
12:00-15:00 
15:00-18:00 
18:00-21:00 

9:00-18:00 9:00-21:00 
閉館後 

超過 1 時間 

9:00-12:00 
12:00-15:00 
15:00-18:00 
18:00-21:00 

開館閉館後
超過 1 時間 

改定 

割合 

半面 3,000 9,000 12,000 1,300 
アマチュアスポーツに利用する場合 

全面 6,000 18,000 24,000 2,600 

半面 9,000 27,000 36,000 3,900 
入場料を徴収しない場合 

全面 18,000 54,000 72,000 7,800 

半面 21,000 63,000 84,000 9,100 

アマチュアスポーツ以

外で非営利目的 
入場料を徴収する場合 

全面 42,000 126,000 168,000 18,200 

半面 36,000 108,000 144,000 15,600 
市内事業者 

全面 72,000 216,000 288,000 31,200 

半面 45,000 135,000 180,000 19,500 

アリーナ 

営利を目的とする場合 

市外事業者 
全面 90,000 270,000 360,000 39,000 

半面 3,600 

 

全面 7,200 

 

半面 1,560 

 

全面 3,120 

 

1.20 

アマチュアスポーツに利用する場合 3,000 9,000 12,000 1,300 

入場料を徴収しない場合 9,000 27,000 36,000 3,900 アマチュアスポーツ以

外で非営利目的 入場料を徴収する場合 21,000 63,000 84,000 9,100 

市内事業者 36,000 108,000 144,000 15,600 

軽運動室 

営利を目的とする 

場合 市外事業者 45,000 135,000 180,000 19,500 

3,510 1,520 1.17 

アマチュアスポーツに利用する場合 1,500 4,500 6,000 650 

入場料を徴収しない場合 4,500 13,500 18,000 1,950 アマチュアスポーツ以

外で非営利目的 入場料を徴収する場合 10,500 31,500 42,000 4,550 

市内事業者 18,000 54,000 72,000 7,800 

専
用
利
用 

柔剣道室 

営利を目的とする場合 
市外事業者 22,500 67,500 90,000 9,750 

1,440 620 0.96 

１回券 300 - - - 300 - 1.00 
大人 

回数券 - - - - 3,000 - - 

１回券 100 - - - 100 - 1.00 
子供 

回数券 - - - - 1,000 - - 

アリーナ 

軽運動室 

柔剣道室 

小学生未満 無料 - - - 無料 - - 

１回券 500 - - - 500 - 1.00 

回数券 5,000 - - - 5,000 - 1.00 

定期券（１箇月） - 8,500 - - 

健
康
ド
ー
ム 

個
人
利
用 

トレーニング

ルーム 
１６才以上 

定期券（３箇月） - 22,500 - - 

体 育 施 設 
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※  浴 室を 除 き、 営利 目 的利 用 は、 この 表 に定 め る額 の 5 倍 相 当額 と す る。  

 

現 行 使 用 料 改 定 後 

施設 室 名 ＼ 使 用 区 分  9:00-12:00 
12:00-15:00 
15:00-18:00 
18:00-21:00 

9:00-18:00 9:00-21:00 

9:00-12:00 
12:00-15:00 
15:00-18:00 
18:00-21:00 

開館前閉館後
超過 1 時間 

改定 

割合 

１階会議室 1,200 3,600 4,800 930 400 0.78 

研修室 1,200 3,600 4,800 1,560 670 1.30 

クッキングルーム 1,200 3,600 4,800 1,560 670 1.30 

半室 600 1,800 2,400 660 280 
２階会議室 

全室 1,200 3,600 4,800 1,320 560 
1.10 

半室 600 1,800 2,400 780 330 
ミーティング室 

全室 1,200 3,600 4,800 1,560 660 
1.30 

1 回券 400 400 1.00 

回数券 4,000 4,000 1.00 

定期券(１月) - 6,800 - 
大人 

定期券(３月) - 18,000 - 

1 回券 200 ２00 1.00 
小人 

回数券 2,000 2,000 1.00 

健
康
ド
ー
ム 

浴室 
 

小学生未満 無料 無料 - 
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※営 利 目的 利 用は 、こ の 表に 定 める 額 の 5 倍 相当 額 と する 。 

現 行 使 用 料 改 定 後 

施設 室名＼使用区分  9:00-12:00 
12:00-15:00 
15:00-18:00 

18:00-21:30 9:00-21:30 
9:00-12:00 

12:00-15:00 
15:00-18:00 

18:00-21:30 
開館前閉館後
超過 1 時間 

改定 

割合 

半面 1,240 1,440 5,160 
入場無料の場合 

全面 2,480 2,880 10,320 
アマチュアスポーツ

に利用するとき 
入場有料の場合 12,360 14,420 51,500 

入場無料の場合 12,360 14,420 51,500 アマチュアスポーツ

以外で非営利目的 入場有料の場合 37,080 43,260 154,500 

市内事業者 61,800 72,100 257,500 

主競技場 

（アリーナ） 

営利を目的とする 

とき 市外事業者 74,160 86,520 309,000 

半面 1,470 

 

全面 2,940 

1,710 

 

3,420 

630 

 

1,260 

1.19 

入場無料の場合 1,240 1,440 5,160 アマチュアスポーツ

に使用する場合 入場有料の場合 6,180 7,210 25,750 

入場無料の場合 6,180 7,210 25,750 アマチュアスポーツ

以外で非営利目的 入場有料の場合 18,540 21,630 77,250 

市内事業者 30,900 36,050 128,750 

卓球室（市民ホール） 

営利を目的とする 

とき 市外事業者 37,080 43,260 154,500 

1,470 1,710 630 1.19 

柔道場 1,240 1,440 5,160 1,620 1,890 700 1.31 

剣道場 1,240 1,440 5,160 1,620 1,890 700 1.31 

専
用
使
用 

みんなのスポーツルーム - 1,440 - - 1,710 630 1.20 

大人 210 210 - 210 210 - 1.00 

小人（小中学生） 100 100 - 100 100 - 1.00 
主競技場、卓球室 柔道場、 

剣道場 
幼児 無料 無料 - 無料 無料 - - 

大人 300 300 1.00 
トレーニング室 

小人（中学生） 100 100 1.00 

大人 - 210 - - 210 - 1.00 

小人（小学生） 無料 - - 無料 - - - 

1 回券 

みんなのスポーツルーム 

幼児 無料 - - 無料 - - - 

大人 2,100 2,100 - 1.00 主競技場、卓球室 柔道場、 

剣道場 小人（小中学生） 1,000 1,000 - 1.00 

大人 3,000 3,000 - 1.00 
トレーニング室 

小人（中学生） 1,000 1,000 - 1.00 

回数券 

みんなのスポーツルーム 大人 - 2,100 - - 2,100 - 1.00 

１箇月 3,500 5,100 - 1.46 

総
合
体
育
館 

個
人
使
用 

定期券 トレーニング室 大人 
３箇月 9,000 13,500 - 1.50 
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※営 利 目的 利 用は 、こ の 表に 定 める 額 の 5 倍 相当 額 と する 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現 行 使 用 料 改 定 後 

施設 室名 定員＼使用区分 

3 時間以内 
超過時間 

(1 時間以内) 

 9:00-12:00 
12:00-15:00 
15:00-18:00 

18:00-21:30 
開館前閉館後 
超過 1 時間 

改定 

割合 

営利を目的としないとき 620 210 

市内事業者 3,100 1,040 小会議室 30 人 
営利を目的とするとき 

市外事業者 3,720 1,240 

720 840 310 1.16 

営利を目的としないとき 1,240 420 

市内事業者 6,200 2,070 大会議室 60 人 
営利を目的とするとき 

市外事業者 7,440 2,480 

1,080 1,260 460 0.87 

営利を目的としないとき 620 210 

市内事業者 3,100 1,040 研修室 36 人 
営利を目的とするとき 

市外事業者 3,720 1,240 

1,140 1,330 490 1.84 

営利を目的としないとき 3,090 1,030 

市内事業者 15,450 5,150 全面 100 人 
営利を目的とするとき 

市外事業者 18,540 6,180 

2,220 2,580 960 

営利を目的としないとき 1,550 520 

市内事業者 7,750 2,590 

和風会議室 

半面 50 人 
営利を目的とするとき 

市外事業者 9,300 3,100 

1,110 1,290 480 

0.72 

営利を目的としないとき 3,090 1,030 

市内事業者 15,450 5,150 

総
合
体
育
館 

展示室 100 人 
営利を目的とするとき 

市外事業者 18,540 6,180 

2,760 3,220 1,190 0.89 

現行使用料〈照明設備〉 

施設名 
1 時間当たり

使用料の額 
備考 

半面 550 主競技場 

（アリーナ） 全面 1,100 

卓球室 300 

柔道場 80 

剣道場 80 

みんなのスポーツルーム 40 

1 時間を超えるとき
は、30 分までごとに
この表に定める額の
2 分の 1 相当額を加
算する。 

※ 電 灯 を 使 用 し た 場 合 徴 収 す る 。 た だ し 、 個 人 使 用 は 除 く 。  
※ 営 利 目 的 の 場 合 は 、 こ の 表 に 定 め る 額 の 2 倍 相 当 額 と す る 。 

改定後 
〈附属設備〉 

区分 使用料の額 

舞台照明設備一式 3,540 

映写設備一式 1,200 

電動移動観覧席 1,830 

ピアノ 1,200 

※ 競技施設の貸出単位ごとに徴収。 
※  営 利 目 的 利 用 は 、 こ の 表 に 定 め る 額 の

5 倍 相 当 額 と す る 。  

現行使用料〈附属設備〉 

区分 使用料の額 

舞台照明設備一式 3,000 

映写設備一式 1,030 

電動移動観覧席 1,550 

ピアノ 1,030 

 ※競技施設の貸出単位ごとに徴収。 

 

照明設備の使用

料規定は廃止し

ます。 
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施設 使用区分 現 行 使 用 料 改 定 後 改定割合 

グラウンド 2 時間 30 分 1,030 3 時間 1,110 0.90 

市民グラウンド 

夜間照明設備 2 時間 30 分 5,000 1 時間 2,400 1.20 

 
 

施設 使用区分 現 行 使 用 料 改 定 後 改定割合 

1 面 2 時間 600 2 時間 540 0.90 

二子テニスコート 

夜間照明設備 1 時間 200 1 時間 210 1.05 

 

 

 

 

 

 

施設 使用区分 現 行 使 用 料 改 定 後 

専用使用 １回につき 20,600 － 

1 人 1 回につき 100 

小中学生 

回数券 11 枚つづり 1,000 

1 人 1 回につき 200 

市
民
プ
ー
ル 個人使用 

その他のもの 

回数券 11 枚つづり 

無料 

2,000 

そ の 他 新たに使用料を規定する施設 

4
0
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